
国
の
第
二
次
補
正
予
算
で
、
国

の
「
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
」

6
億
円
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
費
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
9
億

円
、
新
水
産
研
究
所
3
億
円
で
、

半
分
の
6
億
円
が
交
付
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

よ
く
や
っ
た

金
メ
ダ
ル
で
す
！

こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
本

当
に
職
員
は
よ
く
が
ん
ば
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
野
球
で
例
え
た
ら

（
↓
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
イ
メ
ー
ジ
図
）

満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
金
メ
ダ
ル
で
す
。
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

市
長
、
副
市
長
及
び
担
当
の
建

設
課
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
、
農
水

商
工
課
水
産
係
、
企
画
財
政
課
な

ど
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
努
力
で
獲

得
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
三
ツ
矢
の
り
お
衆
議
院
議

員
の
お
力
添
え
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
国
・
県
・
鳥
羽
市
の

流
れ
を
さ
ら
に
太
く
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
概
要

鳥
羽
中
央
公
園
を
市
民
及
び
観

光
客
の
交
流
拠
点
と
し
て
再
整
備

す
る
た
め
、
既
存
体
育
館
の
隣
に

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
を
増
築
し
ま
す
。

運
動
施
設
と
し
て
の
機
能
だ
け

で
な
く
、
ホ
ー
ル
機
能
も
備
え
た

文
化
芸
術
活
動
も
行
え
る
新
た
な

交
流
拠
点
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
は
屋
外

ス
テ
ー
ジ
を
併
設
し
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
で
市
民
や
観
光
客
が
集
う

交
流
施
設
を
目
指
し
ま
す
。

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
の
総
事
業
費

９
億
１
０
０
０
万
円

●
整
備
内
容

・

鉄
骨
造
２
階
建
（
一
部
３
階
）

建
築
面
積

１
３
８
５
．
９
０
㎡

延
床
面
積

２
０
２
９
．
８
６

㎡

・
ア
リ
ー
ナ
面
積

４
３
２

㎡

・
客

席

４
３
２

席
（
移
動
式

３
５
２

席
、
置
式
８
０
席
）

・
観
覧
席

８
０
名
程
度
（
固
定
）

※
そ
の
他
諸
室

（
事
務
室
、
器

具
庫
3

箇
所
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
機
械
室
、
電
気
室
、
ピ
ン
ス

ポ
ッ
ト
室
、
音
響
調
光
室
）

◎
新
水
産
研
究
所

建
設
事
業
概
要

本
市
の
主
要
産
業
で
あ゙
る
水
産

業
を
活
性
化
さ
せ
、
地
域
の
生
産

性
向
上
や
経
済
の
醸
成
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
「
文
化
発

（
↑
新
水
産
研
究
所

建
設
予
定

地
小
浜
町
）

信
」
「
教
育
活
用
」
「
生
産
性
向

上
」
「
観
光
振
興
」
等
、
地
域
に

根
ざ
じ
た
水
産
振
興
拠
点
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

・
鉄
骨
造
一
部

２
階
建

・
敷
地

面
積

１
１
２
７
、
７
９
㎡

・
延

床
面
積

７
２
７
、
５
０
㎡

・
事
務
所
棟
１
階
／
事
務
室

、

研
究
実
験
室
。
２
階
会
議
室
。

・
種
苗
棟

２
ト
ン
水
槽
15
基
30

水
槽

事
業
費
３
億
８
４
２
万
円

令
和
2
年
3
月
完
成
予
定

こ
れ
ま
で
水
産
研
究
所
の
移
転

に
つ
い
て
は
、
一
般
質
問
や
委
員

会
で
早
期
移
転
を
促
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
漁

業
者
の
所
得
向
上
は
も
と
よ
り
、

令
和
の
新
時
代
を
切
り
開
く
事
業

に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。
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サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
・

新
水
産
研
究
所
の
建
設
が
決
定
！

だより

３
月
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
市
民
体
育
館
横
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
9

億
円
と
小
浜
町
の
新
水
産
研
究
所
3
億
円
の
合
計
12
億
円
の
事
業
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
羽
市
民
に
と
っ
て
明
る
い
夢
の
あ
る
事
業
で
す
。

世
古
や
す
ひ
で
の

す
す
め
る
活
動

◎
経
済
の
活
性
化
が
第
一
。

・
も
う
か
る
漁
業
、
観
光
、
商
工
業
へ
知
恵

を
出
し
あ
い
ま
す
。

・
民
間
企
業
の
活
力
を
生
か
し
ま
す
。

・
市
内
外
の
民
間
企
業
や
大
学
と
連
携
し
産

業
を
活
性
化
し
ま
す
。

◎
お
年
寄
り
に
寄
り
添
う
福
祉
を
す
す

め
ま
す
。

・
と
な
り
近
所
の
助
け
合
い
、
見
守
り
を
大

切
に
し
ま
す
。

・
地
域
の
活
動
に
熟
年
パ
ワ
ー
を
活
か
し
ま

す
。

・
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
導
入
を
す
す
め
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
と
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

・
と
ば
の
未
来
を
担
う
子
育
て
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

・
情
報
機
器
を
活
用
し
、
特
色
あ
る
教
育
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

・
鳥
羽
高
校
存
続
の
支
援
。

・
中
高
生
の
声
を
市
政
に
取
り
入
れ
ま
す
。

◎
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
出
逢
い
を

応
援
し
ま
す
。

・
少
子
化
対
策
と
し
て
若
者
の
出
逢
い
を
応

援
し
ま
す
。

◎
離
島
で
暮
ら
す
人
々
を
応
援
し
ま
す
。

・
離
島
で
暮
ら
す
ひ
と
の
生
活
を
支
え
る
た

め
に
、
佐
田
浜
駐
車
場
の
駐
車
料
金
の
見
直

し
に
努
め
ま
す
。

◎
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
し
ま

す
。・

議
員
の
活
動
を
市
民
に
伝
え
る
た
め
広

報

新
し
い
時
代
の
鳥
羽
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
！世

界
に
誇
れ
る
新
水
産
研
究
所
へ



平
成
30
年
12
月
本
会
議
の
一
般

質
問
で
「
鳥
羽
市
の
経
済
の
活
性

化
に
つ
い
て
」
と
「

鳥
羽
高
校

活
性
化
の
支
援
策
に
つ
い
て
」
の

二
件
を
質
問
し
ま
し
た
。

鳥
羽
市
は
人
口
減
や
高
齢
化
に

よ
る
事
業
所
数
の
減
少
、
税
収
の

減
収
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

閉
塞
感
が
あ
り
、
経
済
の
活
性

化
は
緊
急
を
要
す
る
。
そ
こ
で
次

の
点
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

問

鳥
羽
へ
の
投
資
を
呼
び

込
む
た
め
の
方
策
は

企
画
財
政
課
副
参
事

企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
や
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い

。

（
↓
城
山
か
ら
見
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
）

問

楽
天
の
「
飛
騨
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
」
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

の
「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
の

取
り
組
み
や
、
市
内
の
ミ
キ

モ
ト
、
鳥
羽
水
族
館
な
ど
企

業
の
民
間
活
力
を
導
入
す
る

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
長

今
後
に
お
い
て
も
、
民
間

企
業
と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

庁
内
の
推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、

課
を
横
断
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
を
新
た
に
組
織
す
る
な
ど
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
ど

の
よ
う
に
行
な
っ
て
き
た
か

市
長

大
型
ク
ル
ー
ズ
船
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
や
、
ク
イ
ー

ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
が
鳥
羽
港
に
も

入
れ
る
よ
う
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

問

鳥
羽
高
校
の
活
性
化
は

鳥
羽
市
の
活
性
化
に
欠
か
せ

な
い
。
教
育
長
の
考
え
は
。

教
育
長

私
見
と
し
て
で
す
が
、

鳥
羽
高
校
は
1
学
年
2
学
級
規
模

で
ぜ
ひ
存
続
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

鳥
羽
高
校
存
続
に
対

す
る
市
長
の
考
え
は

市
長

地
域
振
興
の
拠
点
の
一
つ

で
、
鳥
羽
高
校
の
活
性
化
は
、
地

域
の
活
性
化
に
直
結
し
て
い
る
重

要
な
位
置
づ
け
と
考
え
て
い
ま
す
。

去
る
１
月
23
日
、
鳥
羽
商
工
会

議
所
主
催
の
新
春
講
演
会
が
開
か

れ
、
み
な
と
総
合
研
究
財
団
ス
ー

パ
ー
ヨ
ッ
ト
誘
致
会
議
・
日
本
の

金
田
孝
之
氏
が
「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ

ト
等
の
受
入
整
備
と
伊
勢
志
摩
の

地
域
振
興
」
と
題
し
て
講
演
。
鳥

羽
港
で
の
受
け
入
れ
を
提
唱
し
ま

し
た
。

ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
と
は

長
さ
24
ｍ
以
上
の
エ
ン
ジ
ン
の

み
で
走
行
す
る
モ
ー
タ
ー
ヨ
ッ
ト
。

世
界
の
富
裕
層
が
９
３
９
５
隻
所

有
し
、
直
接
・
間
接
の
大
き
な
経

済
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
長

可
能
性
が
な

い
こ
と
も
な
い

講
演
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
談
会

で
中
村
市
長
は
「
可
能
性
が
な
い

こ
と
も
な
い
。
既
存
の
施
設
を
使
っ

た
り
最
小
限
の
経
費
で
済
む
現
実

的
な
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
皆
さ

ん
と
一
緒
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
前
向
き
な
姿
勢
の
あ

い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

積
極
的
な
取
り
組
み
を
期

待
し
た
い
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民
間
活
力
を
導
入
す
る
考
え
は

市
長
民
間
企
業
と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い

編
集
後
記

鳥
羽
の
育
毛
剤
は
何
？

各
地
域
を
訪
れ
る
と
た
く
さ
ん

の
市
民
に
励
（
ハ
ゲ
）
ま
さ
れ
て

髪
の
毛
の
薄
さ
が
気
が
か
り
に
。

何
か
手
立
て
は
な
い
か
と
「
リ
ア

○
○
プ
」
の
育
毛
剤
を
使
用
中
で

す
。
半
年
で
効
果
が
現
れ
て
く
る

と
仕
様
書
に
あ
り
ま
す
が
?

鳥
羽
市
で
は
ど
ん
ど
ん
結
婚
す

る
ひ
と
の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。

鳥
羽
市
の
20
～
30
代
の
男
性
で
62

％
、
女
性
は
50
％
が
未
婚
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

「
令
和
」
の
新
し
い
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
「
で
あ
い
」
を
応

援
す
る
取
り
組
み
が
、
鳥
羽
の
少

子
化
対
策
の
育
毛
剤
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

「
と
き
め
き
川
柳
」
講

座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
27
年
5
月
に
発
足
し
て
か
ら

今
年
で
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
会
員

数
は
現
在
13
名
が
参
加
。

桃
取
町
の
斉
藤
た
み
こ
先
生
に
指

導
を
受
け
、
毎
月
第
3
水
曜
日
の
午

後
1
時
30
分
か
ら
大
庄
屋
か
ど
や
で

句
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
「
毎
日
川
柳
三
重
同
好

会
」
に
入
り
投
稿
し
て
い
ま
す
。
ま

た
句
集
の
発
行
や
か
ど
や
で
の
作
品

展
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
行
わ
れ
た
句
会
は
「
好
き
」

の
句
題
で
し
た
。
そ
の
名
作
を
紹
介

し
ま
す
。

○
花
び
ら
に
そ
っ
と
占
う
好
き
き
ら

い

加
代
子

○
た
そ
が
れ
て
好
き
も
嫌
い
も
越
え

て
添
う

志
津
子

○
君
が
好
き
あ
の
日
の
ま
ま
の
影
を

追
う

千
津
子

○
指
切
り
の
余
韻
を
包
む
好
き
な
人

い
つ
よ

○
温
も
り
が
好
き
で
み
ん
な
の
輪
に

入
る

寿
美
子

○
砂
浜
に
書
い
た
好
き
の
字
波
が
消

す

泰

代

○
好
き
と
云
う
嘘
を
丸
め
て
飲
み
込

も
う

由
紀
子

○
好
き
嫌
い
花
び
ら
散
ら
す
淡
い
恋

令

子

○
話
好
き
ご
め
ん
ネ
今
日
は
遠
回
り

千
代
子

○
好
き
な
人
嫁
ぐ
と
聞
い
て
独
り
酒

す
す
む

○
好
き
だ
よ
と
無
理
や
り
言
わ
す
妻

ニ
ヤ
リ

青

海

○
何
気
な
い
あ
な
た
の
仕
草
と
て
も

好
き

悦

子

「
２
０
１
８
高
校
生
地
域
創

造
サ
ミ
ッ
ト
」
が
平
成
30
年
12

月
26
日
（
水
）
～
27
日
（
木
）

に
市
内
各
地
と
鳥
羽
高
校
で
開

催
さ
れ
、
鳥
羽
市
の
活
性
化
に

向
け
た
、
８
つ
の
行
動
が
提
言

さ
れ
ま
し
た
。

感
動
！
高
校
生
の
声
を
ぜ
ひ

鳥
羽
市
政
に
採
り
入
れ
た
い
。

提
言

鳥
羽
市
の
活
性
化

に
向
け
た
８
つ
の
行
動

１

輝
く
魅
力
的
な
大
人“

と

ば
り
あ
ん
”
と
繋
が
り
、
学
び
、

広
げ
よ
う

２

鳥
羽
市
全
土
で
若
者
が
楽

し
め
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
つ
く

る３

住
民
、
観
光
客
が
わ
く
わ

く
で
き
る
ま
ち
に
す
る

４

み
ん
な
の
心
に
響
く
ま
ち

”
エ
モ
い
田
舎“

づ
く
り

５

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出

会
え
る
機
会
を
つ
く
る

～
ｊ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
ｂ
ａ
～

６

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
み
ん

な
に
や
さ
し
い
ま
ち
に
す
る

７

訪
れ
た
い
、
戻
り
た
い
、

新
た
な
ふ
る
さ
と
に
し
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り

８

若
者
の
流
行
を
取
り
入
れ

て
鳥
羽
市
に
新
た
な
人
の
波
を

つ
く
る

平
成
30
年
12
月
27
日

人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

出
会
え
る
機
会
を
つ
く
る

ー
全
国
の
高
校
生
が
鳥
羽
市
に
提
言
ー

黒
髪
が

ど
う
褪
（
あ
）
せ
よ
う
と

君
が
好
き

た
み
子

鳥
羽
高
校
存
続
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は

市
長

地
域
振
興
の
拠
点
の
一
つ
で
す

「
ス
ー
パ
ー
ヨ
ッ
ト
を

鳥
羽
港
に
」


